
天明泥流から救出された人々（一）―上野国群馬郡川島村を例に―

(

注
８)

伊
勢
崎
藩
領
、
天
明
三
年
当
時
藩
主
は
酒
井
忠
温
（
さ
か
い
た
だ
は
る
）

(
注
９)

「
川
島
村
絵
図
」　

渋
川
市
教
育
委
員
会
所
蔵　

渋
川
市
北
橘
歴
史
資
料
館
企
画
展
「
浅
間
山
大
噴
火
―
泥

流
に
流
さ
れ
た
村
―
」
展
示
図
録　

２
０
２
１

(

注
10)
「
注
２
」
第
Ⅲ
巻
ｐ
１
１
２
～
１
１
５

(

注
11)

「
注
２
」
Ⅳ
巻
ｐ
３
４
０
、
れ
い
せ
ん
川
原
は
前
橋
城
の
南
端

(

注
12
）「
中
村
遺
跡
」（
渋
川
市
教
育
委
員
会
発
掘
調
査
報
告
書
11
）　

渋
川
市
教
育
委
員
会　

１
９
８
６

(

注
13)

渋
川
市
指
定
天
然
記
念
物

(

注
14)

中
村
区
有
文
書　
「
渋
川
市
誌
第
５
巻
歴
史
資
料
編　

口
絵
」　

渋
川
市
誌
編
さ
ん
委
員
会　

１
９
８
９

(

注
15)

「
注
２
」
第
Ⅱ
巻
ｐ
２
９
２
～
ｐ
３
０
２

(

注
16)

現
前
橋
市
前
橋
陣
屋
の
南
に
あ
た
り
当
時
は
実
政
関
所
が
設
け
ら
れ
て
い
た
。「
実
政
」
の
標
記
は
原
本

に
従
い
、
本
文
・
地
図
で
は
「
実
政
」
を
用
い
た
。

(

注
17)

小
諸
市
美
斉
津
洋
夫
氏
蔵　

や
ん
ば
天
明
泥
流
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
保
管
「
や
ん
ば
天
明
泥
流
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

常
設
展
示
図
録
」
２
０
２
１

(

注
18)

現
群
馬
県
吾
妻
郡
中
之
条
町

　

当
報
告
作
成
に
あ
た
り
、
渋
川
市
教
育
委
員
会
星
野
諒
太
氏
、
川
島
村
名
主
文
書
の
整
理
・
解
読
に
取
り
組
ん
で

い
る
唐
澤
保
之
氏
に
多
大
な
る
ご
支
援
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
記
し
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

（
ふ
る
さ
わ　

か
つ
ゆ
き　

長
野
原
町
や
ん
ば
天
明
泥
流
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
館
長
）
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の
人
や
馬
が
難
を
逃
れ
た
記
録
は
こ
の
地
区
で
の
被
害
と
避
難
の
様
子
を
生
々
し
く
伝
え
て
い
る
。

利
根
川
右
岸
の
現
在
の
関
越
自
動
車
道
渋
川
伊
香
保
Ｉ
Ｃ
周
辺
の
村
落
で
あ
る
。
関
越
自
動
車
道
建

設
に
伴
う
発
掘
調
査
で
は
、
四
ｍ
に
も
及
ぶ
泥
流
の
下
か
ら
青
々
と
し
た
大
豆
や
、
桑
、
昆
虫
を
は

じ
め
多
く
の
遺
物
が
み
つ
か
っ
た
地
域
で
あ
る
。（
注
12
）
ま
た
、
こ
の
時
見
つ
か
っ
た
幅
一
〇
ｍ
、

高
さ
四
ｍ
を
こ
え
る
溶
岩
塊
も
現
在
、渋
川
市
武
道
館
の
駐
車
場
一
角
に
移
設
保
存
さ
れ
て
い
る（
注

13
）。
こ
の
付
近
は
利
根
川
の
川
幅
が
広
く
、
左
岸
は
が
け
で
泥
流
の
行
き
場
が
な
く
、
榛
名
山
西

斜
面
の
緩
や
か
に
傾
斜
し
て
い
る
中
村
を
襲
っ
た
泥
流
が
川
越
藩
領
だ
け
で
も
村
高
三
一
七
石
の
内

四
分
の
三
以
上
に
あ
た
る
二
四
五
石
余
を
埋
め
尽
く
し
た
。
こ
の
状
況
は
中
村
区
有
文
書
の
「
中
村

泥
入
り
絵
図
」
に
描
か
れ
て
い
る
（
注
14
）。

　

こ
の
よ
う
に
大
き
な
被
害
を
受
け
た
中
村
で
川
島
村
の
一
〇
人
も
の
人
が
救
助
さ
れ
た
の
は
川
幅

が
広
く
ゆ
る
や
か
な
傾
斜
地
を
泥
流
が
比
較
的
緩
や
か
に
広
が
っ
て
い
っ
た
こ
と
、
多
く
の
人
が
危

険
を
顧
み
ず
村
人
の
救
助
に
あ
た
り
、
救
出
さ
れ
た
人
の
な
か
に
川
島
村
の
人
も
混
じ
っ
て
い
た
こ

と
が
予
想
さ
れ
る
。
ま
た
、
救
助
さ
れ
た
人
が
隣
村
の
石
原
村
や
渋
川
村
の
村
民
の
世
話
に
な
っ
た

こ
と
は
救
出
は
し
た
も
の
の
自
身
も
被
災
し
世
話
が
で
き
な
か
っ
た
中
村
の
村
人
が
い
た
こ
と
が
わ

か
る
。

　

当
時
、高
崎
在
住
の
女
性
俳
人
羽
鳥
一
紅
が
記
し
た「
文
月
浅
間
記
」（
注
15
）に
は
前
橋
の
実
政（
注

16
）
付
近
の
様
子
と
し
て
、
助
け
を
求
め
る
被
災
者
に
網
を
投
げ
た
り
、
長
い
縄
を
投
げ
た
り
し
て

何
と
か
し
て
助
け
よ
う
と
す
る
人
々
の
様
子
が
記
さ
れ
、
他
に
も
い
く
つ
か
の
資
料
に
、
泥
流
に
踏

み
込
む
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
た
め
、竹
で
筏
を
組
ん
で
救
出
に
向
か
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、「
浅
間
山
焼
昇
之
記
」（
注
17
）
に
は
挿
絵
の
中
に
幸
手
宿
（
現
埼
玉
県
幸
手
市
）
付
近
を
流

れ
る
権
現
堂
川
の
様
子
が
あ
り
、
竹
竿
を
だ
し
て
救
助
し
よ
う
と
す
る
人
、
船
を
出
す
た
め
に
友
綱

を
解
こ
う
と
す
る
人
、
着
物
を
脱
ぎ
捨
て
て
川
に
入
ろ
う
と
す
る
人
の
姿
、
声
を
出
し
て
勇
気
づ
け

る
人
が
え
が
か
れ
て
い
る
。
中
村
を
は
じ
め
吾
妻
川
や
利
根
川
、
現
在
の
江
戸
川
の
い
た
る
所
で
川

沿
い
の
村
人
の
こ
の
よ
う
な
救
助
活
動
が
あ
り
、
泥
流
に
流
さ
れ
た
人
た
ち
が
助
け
出
さ
れ
た
の
で

あ
ろ
う
。

終
わ
り
に

　

救
出
さ
れ
た
川
島
村
の
人
を
テ
ー
マ
に
被
災
者
の
救
出
に
つ
い
て
の
べ
て
き
た
が
、
二
つ
の
史
料

に
記
載
さ
れ
て
い
る
一
九
人
は
下
流
で
救
助
さ
れ
生
還
し
た
こ
と
が
確
実
で
あ
る
。

　

こ
れ
ま
で
「
史
料
集
成
」
所
載
の
史
料
で
救
出
さ
れ
た
人
の
こ
と
が
記
載
さ
れ
て
い
る
の
は
、
吾

妻
川
の
川
幅
が
広
が
り
や
や
流
れ
が
緩
や
か
に
な
る
現
在
の
中
之
条
町
（
注
18
）
付
近
よ
り
下
流
の

村
で
あ
る
が
、
一
村
で
の
生
還
者
と
し
て
は
川
島
村
の
一
九
人
が
最
大
で
あ
る
。
ま
た
、
川
島
村
の

ほ
と
ん
ど
の
人
が
川
幅
が
広
が
り
流
れ
が
緩
や
か
に
な
っ
た
利
根
川
合
流
地
点
よ
り
下
流
で
救
出
さ

れ
て
い
る
。

　
「
史
料
集
成
」
所
載
の
古
記
録
の
中
に
は
被
災
者
を
救
助
し
た
く
て
も
泥
流
が
熱
く
て
踏
み
込
め

な
か
っ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
も
の
も
あ
る
。
泥
流
の
中
に
は
巨
大
な
溶
岩
塊
が
含
ま
れ
そ
の
周
辺
が

高
温
に
な
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、下
流
で
助
け
ら
れ
た
人
が
い
た
こ
と
か
ら
わ
か
る
こ
と
は
、

泥
流
の
ほ
と
ん
ど
の
部
分
が
常
温
で
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

　

冒
頭
で
も
述
べ
た
が
、
救
出
さ
れ
た
人
々
は
「
史
料
集
成
」
所
載
の
史
料
だ
け
で
も
他
に
も
記
載

さ
れ
て
い
る
。し
か
し
、同
じ
記
事
が
異
な
る
村
の
こ
と
と
し
て
記
載
さ
れ
た
り
、「
風
聞
」ま
た
は「
聞

き
書
き
」
と
し
て
記
載
さ
れ
て
い
る
も
の
が
あ
る
の
で
、複
数
の
資
料
の
比
較
研
究
が
必
要
で
あ
る
。

救
出
さ
れ
た
人
の
調
査
研
究
と
し
て
、
確
実
な
史
料
が
残
さ
れ
た
川
島
村
を
取
り
上
げ
た
が
、
今
後

も
他
の
村
で
の
救
出
さ
れ
た
人
の
事
例
、
被
災
者
の
救
出
に
取
り
組
ん
だ
村
や
人
の
記
録
に
つ
い
て

調
査
研
究
を
継
続
し
て
行
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

(

注
１)

こ
の
土
砂
災
害
に
つ
い
て
は
研
究
者
に
よ
っ
て
異
な
る
用
語
を
用
い
て
い
る
が
、
当
館
で
は
現
浅
間
園
付

近
の
発
生
地
点
か
ら
吾
妻
川
流
入
ま
で
を
「
鎌
原
土
石
な
だ
れ
」、
吾
妻
川
流
入
後
を
「
天
明
泥
流
」
と
し
て
い
る
。

(

注
２)

「
噴
火
の
土
砂
洪
水
災
害
―
天
明
の
浅
間
焼
け
と
鎌
原
土
石
な
だ
れ
―
」　

井
上
公
夫　

２
０
０
９　

古
今

書
院

(

注
３)

「
浅
間
山
天
明
噴
火
史
料
集
成
Ⅰ
〜
Ⅴ
」　

萩
原
進　

１
９
８
５
～
１
９
９
５　

群
馬
県
文
化
事
業
振
興
会

(

注
４)

千
葉
県
柏
市
個
人
蔵
、「
注
２
」
第
Ⅱ
巻
ｐ
３
３
２
～
３
４
８

(
注
５)

渋
川
市
教
育
委
員
会
所
蔵　

渋
川
市
北
橘
歴
史
資
料
館
企
画
展
「
浅
間
山
大
噴
火
―
泥
流
に
流
さ
れ
た
村

―
」
展
示
図
録　

２
０
２
１　

(

注
６)
「
川
島
久
保
内
・
馬
場
遺
跡
発
掘
調
査
報
告
書
」（
渋
川
市
発
掘
調
査
報
告
書
62
）　

渋
川
市
教
育
委
員
会

　

１
９
９
８　

(

注
７) 

川
越
藩
松
平
家
、
寛
延
２
年(

１
７
４
９)

姫
路
か
ら
松
平
朝
矩
が
前
橋
に
移
封
に
な
っ
た
が
、
前
橋
城
が

利
根
川
に
侵
食
さ
れ
危
険
に
な
っ
た
た
め
明
和
５
年(

１
７
６
８)

居
城
を
川
越
に
移
し
川
越
藩
と
な
り
、
明
和
６

年
前
橋
城
は
破
却
さ
れ
陣
屋
が
置
か
れ
て
い
た
。
天
明
三
年
時
の
藩
主
は
松
平
直
恒
（
ま
つ
だ
い
ら
な
お
つ
ね
）
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天明泥流から救出された人々（一）―上野国群馬郡川島村を例に―

　

救
助
し
た
側
の
記
録
は
あ
ま
り
残
さ
れ
て
い
な
い
が
、「
見
分
覚
書
」
に
は
漆
原
村
（
現
北
群
馬

郡
吉
岡
町
）
の
項
に
「
川
島
村
十
兵
衛
の
娘
、
泥
の
中
よ
り
引
き
上
げ
養
育
い
た
し
、
右
村
方
へ
引

渡
し
候
由
」
と
あ
り
、
⑮
の
「
ひ
や
く
」
が
助
け
ら
れ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
確
実
に

川
島
村
の
被
災
者
と
は
断
定
で
き
な
い
も
の
の
「
天
明
年
中
大
変
集
」（
注
10
）
に
は
「
戸
谷
塚
村

に
て
男
壱
人
あ
け
、
尚
中
町
藤
後
と
申
す
者
十
八
九
年
に
な
る
女
壱
人
上
げ
、
こ
の
女
西
上
州
川
島

村
の
者
に
て
候
」
と
あ
り
、
戸
谷
塚
で
助
け
ら
れ
た
の
は
⑪
寅
松
、
中
町
で
助
け
ら
れ
た
女
性
が
③

の
く
に
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
。「
秋
の
友
（
抄
）」（
注
11
）
に
は
「
れ
い
せ
ん
河
原
に
て
四
十
八

才
之
男
を
助
け
候
由
。
杢
辺
之
川
嶋
村
の
者
に
候
」
と
あ
り
、
⑱
藤
右
衛
門
の
可
能
性
が
あ
る
。

　

最
も
多
く
の
人
が
救
出
さ
れ
た
中
村
で
ど
の
よ
う
に
救
出
が
行
わ
れ
た
か
を
示
す
資
料
は
今
の
と

こ
ろ
見
つ
か
っ
て
い
な
い
が
、中
村
の
状
況
は
「
見
分
覚
書
」
に
下
記
の
と
お
り
記
載
さ
れ
て
い
る
。

　
　

松
平
大
和
守
領
分

　
　
　

上
州
群
馬
郡
中
村

　
　
　
　
　

高
三
百
拾
七
石
余

　
　
　
　
　
　

内
二
百
四
拾
五
石
余
泥
砂
火
石
入
荒

　
　
　
　
　

人
別
四
百
拾
八
人

　
　
　
　
　
　

内
弐
拾
人
流
死

　
　
　
　
　

馬
三
疋　

流
死

　
　

萩
原
鐵
太
郎
知
行
所

　
　
　

同
国
同
郡

　
　
　
　
　

高
弐
拾
弐
石
余

　
　
　
　
　
　

内
七
斗
余　

泥
砂
火
石
入
荒

　
　
　
　
　

家
数
六
軒

　
　
　
　
　
　

内
四
軒
流
失

　

此
村
方
利
根
川
附
三
国
往
来
ニ  

候
所
、
泥
押
の
砌
川
附
の
家
居
不
残
流
失
。
寺
壱
ヶ
所
流
失
。
百

姓
藤
兵
衛
家
村
中
ニ  

有
之
候
処
、
丈
夫
成
家
作
二
階
附
に
て
流
留
り
、
二
階
下
迄
泥
埋
ニ  

相
成
、
右

家
ニ
て
男
女
六
拾
人
余
、
馬
三
疋
二
階
の
中
ニ  

て
（
マ
マ
）
相
助
候
由
村
役
人
共
申
之
候

　

中
村
は
榛
名
山
西
斜
面
が
末
端
部
が
緩
や
か
な
傾
斜
で
利
根
川
ま
で
ひ
ろ
が
る
地
域
に
位
置
し
、

川
越
藩
と
旗
本
萩
原
鐵
太
郎
の
相
給
の
村
で
あ
っ
た
。「
見
分
覚
書
」
の
藤
兵
衛
家
の
二
階
で
多
く

353

50

17

353

50

17

桐生

太田伊勢崎
玉村

前橋

吉岡

高崎

榛東

渋川

みどり
桐生

太田伊勢崎
玉村

前橋

吉岡

高崎

榛東

渋川

みどり

利

根

川

利

根

川

0 6km

金井

中村

漆原

惣社

実政

川原島

柴

戸谷塚

川島

図　川島村の人が救出された場所と人数

40



古澤　勝幸

⑨
同
人
弟　

忠
右
衛
門　

年
四
十
六

　
　
　

是
ハ
右
同
断

⑩
同
人
子　

松
次
郎　

年
廿
才

　
　
　

是
ハ
同
郡
中
村
ニ  

而
あ
が
り
、
渋
川
村
磯
五
郎
世
話
ニ  

而
相
助
り
申
候

⑪
百
姓　

源
六　

寅
松　

三
十
五

　
　
　

是
ハ
同
郡
那
波
郡
戸
谷
塚
村
に
て
あ
が
り
同
村
彦
左
衛
門
世
話
ニ  

而
助
申
候

⑫
百
姓　

九
兵
衛
女
子
げ
ん　

年
十
七

　
　
　

是
ハ
同
郡
中
村
ニ  

而
あ
が
り

⑬
百
姓　

伊
平
衛
母
は
つ　

五
十
三

　
　
　

是
ハ
同
郡
中
村
ニ  

而
あ
が
り

⑭
百
姓　

源
兵
衛
妻
な
つ　

四
十
才　

　
　
　

是
ハ
同
郡
漆
原
村
ニ  

而
あ
が
り
、
同
村
庄
治
郎
世
話
ニ  

而
助
り
申
候

⑮
名
主　

十
兵
衛
女
子
ひ
や
く　

廿
四
才

　
　
　

是
ハ
同
郡
漆
原
村
ニ  

而
あ
が
り
、
同
村
玄
治
郎
世
話
ニ  

而
助
申
候

⑯
百
姓　

治
助
妻
は
つ　

五
十
才

　
　
　

是
ハ
同
郡
中
村
ニ  

而
あ
が
り
、
同
村
文
蔵
世
話
ニ  

而
助
申
候

⑰
百
姓　

り
ん　

六
十
六
才

　
　
　

是
ハ
同
郡
中
村
ニ  

而
あ
が
り
、
同
村
源
八
世
話
ニ  

而
相
助
り
申
候

⑱
同
人
内
藤
右
衛
門　

四
十
八
才

　
　
　

是
ハ
同
郡
実
政
村
ニ  

而
あ
が
り
前
橋
田
新
町
久
八
世
話
ニ  

而
相
助
申
候

⑲
百
姓　

藤
左
衛
門
子
義
七　

弐
十
七
才

　
　
　

是
ハ
同
郡
金
井
村
ニ  

而
あ
が
り
、
同
村
平
六
世
話
ニ  

而
相
助
申
候

〆
拾
九
人　

男
拾
壱
人

　
　
　
　
　

女
八
人

右
は
御
尋
ニ  

付
書
面
之
書
上
ケ
申
候
所
相
違
無
御
座
候
已
上

天
明
三
年
卯
九
月

　

上
州
群
馬
郡
川
嶋
村

　
　
　
　

名
主　

清
左
衛
門

　
　
　
　

組
頭　

孫
兵
衛

　
　
　
　

百
姓
代　

甚
五
兵
衛

二
、「
見
分
覚
書
」
と
「
相
助
り
人
別
帳
」
の
記
載
内
容

　

双
方
の
記
録
と
も
一
九
人
の
生
存
者
が
記
さ
れ
て
お
り
、「
相
助
り
人
別
帳
」
の
⑥
「
庄
左
衛
門
」

が
「
見
分
覚
書
」
で
は
「
庄
兵
衛
」、
⑦
安
兵
衛
が
「
見
分
覚
書
」
で
は
百
姓
、
⑰
「
百
姓　

り
ん
」

が
「
見
分
覚
書
」
で
は
「
り
ん
」、
⑱
藤
右
衛
門
が
「
見
分
覚
書
」
で
は
百
姓
と
記
載
さ
れ
て
い
る

な
ど
何
点
か
記
載
が
異
な
る
点
は
あ
る
も
の
の
年
齢
・
性
別
は
す
べ
て
一
致
し
、
救
出
さ
れ
た
場
所

も
異
な
る
点
は
な
い
。「
相
助
り
人
別
帳
」
は
救
出
地
点
で
誰
の
世
話
に
な
っ
た
か
記
載
さ
れ
て
い

る
も
の
が
多
い
が
、「
見
分
覚
書
」
で
は
そ
の
よ
う
な
記
載
は
見
ら
れ
な
い
。
ま
た
、
救
出
さ
れ
た

人
の
年
齢
や
性
別
に
顕
著
な
偏
り
は
見
ら
れ
な
い
。

　

根
岸
が
見
分
の
た
め
に
江
戸
を
出
発
し
た
の
は
旧
暦
七
月
八
日
の
泥
流
発
生
か
ら
二
ヶ
月
近
く
経

過
し
た
八
月
二
八
日
で
あ
る
、「
相
助
り
人
別
帳
」
に
は
「
右
は
御
尋
ニ  

付
書
面
之
書
上
ケ
申
候
所

相
違
無
御
座
候
已
上　

天
明
三
年
卯
九
月
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
川
島
村
に
見
分
に
入
る
に
あ
た
り

根
岸
か
ら
報
告
を
求
め
ら
れ
た
名
主
が
作
成
し
た
の
が
「
相
助
り
人
別
帳
」、
そ
れ
に
基
づ
い
て
救

出
さ
れ
た
人
を
救
出
地
点
別
に
整
理
し
た
の
が
根
岸
の
「
見
分
覚
書
」
と
考
え
ら
れ
る
。

　

な
お
、「
見
分
覚
書
」
に
は
川
島
村
の
被
害
状
況
も
記
さ
れ
て
い
る
が
、
村
高
六
八
六
石
余
の
内

約
七
割
に
あ
た
る
四
八
六
石
が
泥
流
で
被
災
し
、
一
一
三
人
が
流
死
し
、
民
家
も
一
六
八
軒
中
、
七

割
以
上
の
一
二
七
軒
が
流
失
す
る
と
い
う
吾
妻
川
下
流
域
で
最
大
の
被
害
を
受
け
た
村
で
あ
る
。
こ

れ
だ
け
大
き
な
被
害
が
で
た
の
は
、
同
村
手
前
の
左
岸
側
で
岩
場
が
張
り
出
し
、
同
村
は
右
岸
の
ゆ

る
や
か
な
傾
斜
の
河
岸
段
丘
面
に
位
置
し
、
さ
ら
に
吾
妻
方
面
に
向
か
う
街
道
が
吾
妻
川
に
沿
い
、

そ
の
街
道
の
周
辺
に
民
家
が
あ
っ
た
た
め
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
災
害
後
道
路
は
山
側
に
付
け
替

え
ら
れ
、
集
落
も
川
か
ら
離
れ
た
と
こ
ろ
に
移
転
し
て
い
る
（
注
９
）。

三
、
川
島
村
流
失
者
が
救
出
さ
れ
た
場
所

　

川
島
村
か
ら
泥
流
に
流
さ
れ
た
人
た
ち
は
ど
こ
で
救
出
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
前
出
の
二
つ
の

資
料
に
も
と
づ
い
て
救
出
さ
れ
た
地
点
を
地
図
に
示
す
と
図
の
と
お
り
で
あ
る
。
最
も
多
く
の
人
が

救
助
さ
れ
た
の
は
川
島
村
か
ら
約
一
〇
㎞
下
流
の
中
村
（
現
渋
川
市
中
村
）
で
一
〇
名
、
最
も
遠
方

で
救
助
さ
れ
た
の
は
四
〇
㎞
近
く
下
流
の
戸
谷
塚
村
（
現
伊
勢
崎
市
）
で
あ
る
。
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天明泥流から救出された人々（一）―上野国群馬郡川島村を例に―

　
　

原
田
清
右
衛
門
御
代
官
所

　
　
　

同
国
同
郡
（
上
野
国
群
馬
郡
）

	

　

高
六
百
八
拾
六
石
余

　
　
　
　
　
　

内
四
百
八
十
六
石
余
が
泥
砂
火
石
入
荒
、

　
　
　
　
　

人
別
七
百
六
十
六
人

　
　
　
　
　
　

内
百
十
三
人
流
死

　
　
　
　
　

家
百
六
十
八
軒

　
　
　
　
　
　

内
百
二
十
七
軒
流
失

　
　
　
　
　

馬
百
壱
疋

　
　
　
　
　
　

内
弐
拾
八
疋
流
失

　

此
村
方
吾
妻
川
附
ニ  

候
処
、
泥
押
の
砌
一
村
過
半
流
失
。
天
台
宗
宝
昌
寺
本
堂
庫
裡
諸
堂
流
失
。

其
外
御
林
壱
ヶ
所
不
残
流
失
。
泥
押
之
節
相
流
レ
候
者
之
内
、
百
姓
武
七
歳
四
十
五
、
同
人
倅
伊
八

歳
十
一
才
、
百
姓
半
兵
衛
娘
ふ
き
歳
廿
四
才
、
百
姓
善
右
衛
門
歳
五
十
五
才
、
同
人
弟
忠
右
衛
門

歳
四
十
六
才
、
同
人
倅
松
次
郎
歳
廿
才
、
百
姓
九
兵
衛
娘
け
ん
歳
十
七
才
、
百
姓
伊
兵
衛
母
は
つ
歳

五
十
三
才
、
百
姓
治
助
妻
は
つ
歳
五
十
才
、
り
ん
歳
六
十
六
才
、
川
路
三
里
程
下
利
根
川
の
内
松
平

大
和
守
領
分
中
村
ニ  

て
取
上
ケ
、
百
姓
九
兵
衛
妻
く
に
歳
十
九
才
、
川
路
八
里
余
下
同
川
の
内
酒
井

駿
河
守
領
分
柴
中
町
ニ  

て
取
上
ケ
、
百
姓
半
兵
衛
歳
五
十
四
才
、
百
姓
庄
兵
衛
歳
三
十
六
才
、
川
路

四
里
余
下
同
川
の
内
松
平
大
和
守
領
分
川
原
嶋
村
ニ  

て
取
揚
、
百
姓
安
兵
衛
年
五
十
三
才
、
同
川
通

六
里
程
下
松
平
大
和
守
領
分
惣
社
村
ニ  

て
取
上
ケ
、
百
姓
源
六
倅
寅
松
年
三
十
五
才
、
川
路
九
里
程

下
同
川
の
内
遠
藤
平
右
衛
門
御
代
官
所
戸
谷
塚
ニ  

て
取
上
ケ
、
百
姓
源
兵
衛
妻
な
つ
歳
四
十
才
、
名

主
十
兵
衛
娘
ひ
ゃ
く
年
廿
四
才
、
同
川
通
六
里
余
下
松
平
大
和
守
領
分
漆
原
村
ニ  

て
取
上
、
百
姓
藤

右
衛
門
年
四
十
八
才
、
川
路
六
里
余
下
同
川
内
松
平
大
和
守
領
分
実
正
村
ニ  

て
取
上
、
百
姓
藤
左
衛

門
倅
儀
七
年
廿
七
才
、一
里
余
下
吾
妻
川
通
の
内
辻
六
郎
左
衛
門
御
代
官
所
金
井
村
ニ  

て
取
上
、夫
々

え
相
送
り
候
旨
村
役
人
共
申
之
候
。（
注
７)

、（
注
８
）

　
　
　
　
　
　

（
２
）「
天
明
三
年　

流
人
相
助
り
人
別
帳
」

　

本
資
料
は
川
島
村
で
名
主
を
務
め
た
個
人
宅
に
伝
わ
っ
た
も
の
で
、
近
年
、
渋
川
市
教
育
委
会
が

散
逸
直
前
に
レ
ス
キ
ュ
ー
し
た
資
料
群
に
含
ま
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
時
収
集
し
た
資
料
群

は
現
在
渋
川
市
北
橘
資
料
館
で
保
管
さ
れ
、
整
理
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
横
冊
で
表
紙
背
表
紙
を
含

め
て
四
紙
か
ら
な
り
、
救
助
さ
れ
た
全
員
の
名
前
・
年
齢
・
性
別
、
救
助
さ
れ
た
場
所
の
ほ
か
多
く

の
救
出
者
が
誰
に
救
出
さ
れ
世
話
を
う
け
た
か
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　

他
の
被
災
村
で
救
出
さ
れ
た
人
の
人
別
帳
が
作
成
さ
れ
残
っ
て
い
る
例
は
現
段
階
で
は
例
が
な

く
、
本
資
料
は
た
い
へ
ん
稀
少
な
も
の
で
あ
る
。

　
「
相
助
り
人
別
帳
」
に
記
載
さ
れ
た
内
容
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

表
題

　

天
明
三
年

　
　

流
人
相
助
り
人
別
帳

　

卯
九
月　
　

上
州
群
馬
郡

　
　
　
　
　
　
　
　
　

川
嶋
村

①
百
姓　

武
七　

年
四
十
五
才　
（
〇
数
字
は
説
明
の
た
め
筆
者
が
記
入
）

　
　
　

是
ハ
同
郡
中
村
ニ  

而
揚
り
、
同
村
千
厳
院
世
話
ニ  

而
相
助
り
申
候

②
同
人
子　

伊
八　

年
十
一

　
　
　

是
ハ
右
同
断

③
百
姓　

九
郎
兵
衛
妻
く
に　

年
十
九

　
　
　

是
ハ
同
国
那
波
郡
芝
中
町
名
主
藤
吾
世
話
ニ  

而
相
助
り
申
候

④
百
姓　

半
兵
衛　

年
五
十
四

　
　
　

是
ハ
同
郡
川
原
嶋
丹
七
世
話
ニ  

而
相
助
り
申
候

⑤
同
人
女
子　

ふ
き　

年
廿
四

　
　
　

是
ハ
同
郡
中
村
ニ  

而
あ
が
り
、
石
原
村
清
兵
衛
世
話
ニ  

而
相
助
り
申
候

⑥
百
姓　

庄
左
衛
門　

年
三
十
六

　
　
　

是
ハ
同
郡
川
原
嶋
伊
左
衛
門
世
話
ニ  

而
相
助
申
候

⑦
安
兵
衛　

年
五
十
三

　
　
　

是
ハ
同
郡
惣
社
町
あ
か
り
、
同
村
要
七
世
話
ニ  

而
相
助
り
申
候

⑧
百
姓　

善
右
衛
門　

年
五
十
五

　
　
　

是
ハ
同
郡
中
村
ニ  
而
あ
が
り
、
石
原
村
半
七
世
話
ニ  

而
相
助
申
候
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天
明
泥
流
か
ら
救
出
さ
れ
た
人
々
（
一
）

―
上
野
国
群
馬
郡
川
島
村
を
例
に
―

古　

澤　

勝　

幸

は
じ
め
に

　

天
明
三
年
（
一
七
八
三
）
七
月
八
日
（
旧
暦
）
に
浅
間
山
の
噴
火
に
よ
っ
て
発
生
し
た
鎌
原
土
石

な
だ
れ
・
天
明
泥
流
（
注
１
）
で
は
一
五
二
三
人
の
尊
い
人
命
が
奪
わ
れ
、二
〇
六
五
軒
が
被
災
し
た
。

（
注
２
）
こ
の
災
害
に
つ
い
て
は
多
く
の
記
録
が
残
さ
れ
、代
表
的
な
も
の
は
萩
原
進
に
よ
っ
て
「
浅

間
山
天
明
噴
火
史
料
集
成
Ⅰ
～
Ⅴ
」（
注
３
）
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
史
料
集
成
に
は
泥
流

に
流
さ
れ
つ
つ
も
立
木
に
し
が
み
つ
い
て
難
を
逃
れ
た
人
や
、
下
流
の
川
沿
い
の
村
で
の
生
々
し
い

救
助
活
動
の
様
子
を
記
し
た
も
の
、
な
か
に
は
行
徳
や
銚
子
ま
で
流
さ
れ
た
人
が
生
還
し
た
こ
と
が

書
か
れ
た
古
記
録
が
二
〇
点
近
く
も
収
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
収
録
さ
れ
た
も
の
以
外
に
も
救
出

に
関
す
る
資
料
は
残
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
れ
ま
で
被
災
者
の
救
出
に
関
す
る
研
究
は
あ
ま

り
注
目
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。

　

本
来
の
研
究
の
あ
り
方
と
し
て
は
、
救
出
に
関
す
る
資
料
や
救
出
さ
れ
た
人
や
場
所
の
全
体
像
を

と
り
ま
と
め
、
そ
の
中
で
一
件
ご
と
の
状
況
に
つ
い
て
深
め
て
い
く
べ
き
で
あ
る
。
し
か
し
、
古
記

録
等
の
記
載
内
容
に
は
精
査
が
必
要
な
も
の
が
多
い
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
泥
流
被
災
者
救
済
に
関

す
る
調
査
研
究
の
第
一
歩
と
し
て
、
古
記
録
の
中
で
正
確
な
内
容
が
記
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る

勘
定
吟
味
役
根
岸
九
郎
左
衛
門
が
記
し
た「
浅
間
山
焼
に
付
見
分
覚
書
」(

以
下「
見
分
覚
書
」）（
注
４
）

と
、近
年
所
在
が
明
ら
か
に
な
っ
た
川
島
村
名
主
文
書
の
「
天
明
三
年　

流
人
相
助
り
人
別
帳
」（
以

下
「
相
助
り
人
別
帳
」）（
注
５
）
の
二
点
の
資
料
を
も
と
に
、川
島
村
で
被
災
し
被
災
者
さ
れ
た
人
々

に
つ
い
て
紹
介
し
た
い
。

一
、
川
島
村
の
概
要
と
救
出
記
録

　

川
島
村
は
明
治
二
二
年(

一
八
八
九)

の
合
併
で
阿
久
津
、
祖
母
島
、
金
井
、
川
島
、
南
牧
の
村

が
合
併
し
金
島
村
と
な
り
、
昭
和
二
九
年　

(

一
九
五
四)

渋
川
市
に
合
併
、
現
在
は
渋
川
市
川
島

と
な
っ
て
い
る
。

　

渋
川
市
北
部
、榛
名
山
の
北
西
面
の
す
そ
野
の
末
端
部
が
吾
妻
川
に
入
り
込
む
部
分
に
位
置
す
る
。

上
越
新
幹
線
が
東
京
方
面
か
ら
榛
名
ト
ン
ネ
ル
を
ぬ
け
、
吾
妻
川
を
わ
た
る
際
の
橋
梁
の
西
側
に
あ

た
る
吾
妻
川
右
岸
の
地
域
で
あ
り
、
橋
梁
の
ほ
ぼ
直
下
の
畑
に
は
泥
流
に
よ
っ
て
運
ば
れ
こ
こ
に
残

さ
れ
た
幅
一
五
ｍ
高
さ
四
ｍ
も
の
大
き
さ
の
溶
岩
塊「
金
島
の
浅
間
石
」(

群
馬
県
指
定
天
然
記
念
物)

が
保
存
さ
れ
て
い
る
。
吾
妻
川
下
流
部
で
は
最
も
大
き
な
被
害
を
受
け
た
村
で
あ
る
。
一
九
九
八
年

に
は
旧
川
島
村
内
の
「
川
島
久
保
内
・
馬
場
遺
跡
」
の
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
（
注
６
）
で
天
明
泥
流

に
被
災
し
た
式
内
社
甲
波
宿
禰
神
社
の
礎
石
等
が
出
土
し
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。

　

川
島
村
で
泥
流
に
流
さ
れ
救
出
し
た
人
の
こ
と
を
記
し
た
「
見
分
覚
書
」
と
「
相
助
り
人
別
帳
」

の
概
要
お
よ
び
記
載
内
容
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

（
１
）
浅
間
山
焼
に
付
見
分
覚
書

　

こ
の
記
録
は
幕
府
の
見
分
役
と
し
て
被
災
地
の
調
査
・
復
興
を
主
導
し
た
幕
府
勘
定
吟
味
役
根
岸

九
郎
左
衛
門
が
記
し
た
も
の
で
あ
り
、浅
間
山
天
明
噴
火
に
関
す
る
幕
府
側
の
唯
一
の
記
録
で
あ
る
。

吾
妻
川
南
縁
（
右
岸
）
の
吾
妻
郡
大
笹
村
か
ら
群
馬
郡
阿
久
津
村
、
吾
妻
川
（
左
岸
）
大
前
村
か
ら

群
馬
郡
白
井
村
、
利
根
川
南
縁
（
右
岸
）
群
馬
郡
渋
川
村
か
ら
榛
澤
群
中
瀬
村
、
利
根
川
北
縁
（
左

岸
）
勢
多
郡
上
大
崎
村
～
新
田
郡
平
塚
村
の
被
害
田
畑
、
家
屋
、
流
死
人
、
流
死
馬
等
が
記
さ
れ
、

こ
の
ほ
か
、
降
灰
被
災
地
で
あ
る
碓
氷
郡
坂
本
宿
、
信
州
佐
久
郡
軽
井
沢
宿
、
同
沓
掛
宿
の
被
害
状

況
や
廻
村
中
に
村
々
で
見
聞
し
た
事
柄
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、川
島
村（
現
渋
川
市
川
島
）、

北
牧
村
（
渋
川
市
北
牧
）
に
は
救
助
さ
れ
た
村
民
全
員
の
名
前
・
年
齢
・
性
別
を
は
じ
め
、
い
く
つ

か
の
村
で
の
救
助
の
様
子
が
書
か
れ
て
い
る
。

　
「
見
分
覚
書
」
の
川
島
村
の
記
載
内
容
を
抜
粋
す
る
と
次
の
通
り
で
あ
る
。
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